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①考え方の整理（再掲）

②耐火性能の確認

布の耐火性検証
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検討内容

○必要な性能の考え方
厚さ1.5mm以上の鉄製の防火戸については、建築基準法上
の特定防火設備(1時間耐火)の一つとされている。
これを踏まえ、厚さ1.6mm以上の鋼板製のキュービクルの換気
口を覆う布は、特定防火設備と同等の防火性能としてはどうか。

○既存製品の性能確認
既存製品の耐火性を有する布について、特定防火設備の国土
交通大臣認定と同じ試験を行い、必要な性能を有するか確認
する。

2021年7月9日危険物施設におけるスマート保安等に係る調査検討会,資料1-4 より抜粋



3

特定防火設備の防火扉 試験の骨子

要求事項 （建築基準法施行令 第112条 第一項）
通常の火災による火熱が加えられた場合に、
加熱開始後一時間当該加熱面以外の面に火炎を出さない

試験方法… 耐火性能試験
加熱時間 60分 （温度測定 1分間隔）
目視による非加熱面の観察

判定条件
非加熱側へ10秒を超えて継続する火炎の噴出・発炎があってはならない。
火炎が通る亀裂等の損傷を生じてはならない。

炉内温度 Ｔ＝345 log10(8t＋1)＋20

ただし T℃, t分

注）試験方法、判定条件は、建材試験センター「防耐火性能試験・評価業務方法書」を要約
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今回試験に使用した布の諸元情報について

サンプル 基材 コーティング 厚さ 目付

1 高純度シリカ布 なし 約０．７
mm

６００
g/m2

2 高純度シリカ布 なし 約１．３
mm

１０００
g/m2

3 高純度シリカ布 有機系樹脂 約０．７
mm

７３５
g/m2

■一時間耐火性能を有する布を候補とする
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試験結果のサマリ

注）試験レポートの抜粋

■結果：特定防火設備と同等の防火性能を確認
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試験の状況
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試験後の布の様子

サンプル No.1  試験後の布の様子 (加熱側)

全体 拡大



＜参考＞

遮炎性能試験報告書
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